
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
一
斉
傘
踊
り

因
幡
市
民
連

時
【
一
斉
傘
踊
り
（
第
1
部
）】
8
月

14
日
（
日
）
16:

00
〜
18:

00
、【
練
習

日
】
7
月
11
日
（
月
）・
14
日
（
木
）・

21
日
（
木
）・
25
日
（
月
）・
28
日
（
木
）

19:
30
〜
21:

30　

所
鳥
取
産
業
体
育

館　

対
個
人
ま
た
は
少
人
数
の
た
め

に
連
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一

斉
踊
り
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
（
年

齢
不
問
）　

員
50
人　

料
５
０
０
円　

募
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
申
し

込
み
用
紙
を
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振

興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の

い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で　

※
練
習
、
本
番
と
も
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘

の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

問
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会

（
〒
６
８
０-

０
０
３
５  

新
町
１
０
３
）
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０
７
５
６
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１
０
０
０

『
鳥
取
文
芸
』
第
33
号
の
作
品

一
般
の
部

小
説

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙　

30
枚
以
内

評
論

同
30
枚
以
内

戯
曲
・
脚
本

同
50
枚
以
内

エ
ッ
セ
ー

同
5
枚
以
内

詩

同
3
枚
以
内

短
歌

官
製
は
が
き
に
5
首

俳
句

同
5
句

川
柳

同
5
句

小
・
中
学
生
の
部

詩

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙　

3
枚
以
内

短
歌

官
製
は
が
き
に
2
首

俳
句

同
2
句

川
柳

同
2
句

募
▽
応
募
資
格
：
鳥
取
県
内
在
住
も

し
く
は
ゆ
か
り
の
あ
る
人　

▽
応
募
作

品
：
1
人
1
部
門
（
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

か
濃
い
鉛
筆
で
筆
記
）、
本
人
が
創
作

し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
る　

※
作
品

に
は
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽

応
募
方
法
：
7
月
31
日
（
日
）
必
着
で
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で　

※
メ
ー
ル

で
の
応
募
も
可
。
応
募
原
稿
は
原
則
と

し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。　

▽
表
彰
：
各

部
門
ご
と
に
「
鳥
取
文
芸
賞
」、「
奨
励

賞
」、「
佳
作
」
を
表
彰
。
入
賞
・
入
選

作
品
は
、
12
月
4
日
（
日
）
に
刊
行
す

る
『
鳥
取
文
芸
』
第
33
号
に
掲
載

問
鳥
取
市
社
会
教
育
事
業
団

（
〒
６
８
０-

０
８
４
１  

吉
方
温
泉
三

丁
目
７
０
１  

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

 

０
８
５
７-

21-

０
８
６
５

m
ygyy947@

ybb.ne.jp

「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
男
女
共
同
参
画
市
民
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
】

時
委
託
期
間
：
平
成
24
年
3
月
末
ま
で

容
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
・
運
営
す
る
グ
ル
ー

プ
の
募
集　

対
5
人
以
上
で
市
内
を

中
心
に
活
動
し
、
企
画
立
案
か
ら
実
施

ま
で
を
行
う
グ
ル
ー
プ　

条
男
性
に

と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
の
意
義
を
広

く
市
民
に
普
及
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
市
内
で
開
催
す
る
も
の　

※
政

治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
や
営
利
を
目

的
と
し
た
も
の
は
除
く　

員
1
団
体

※
提
出
書
類
を
審
査
の
う
え
決
定　

額
上
限
10
万
円
（
委
託
料
）　

募
6
月

30
日
（
木
）
ま
で
に
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

（
鳥
取
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

【
女
性
の
た
め
の
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
】

内　

容

講　

師

6 ／ 21（火）

得
意
分
野
を
活
か
す

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

安あ
だ
ち達
美み

え恵
さ
ん

6 ／ 28（火）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
考
え
方

を
知
る

日
本
海
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー

福ふ
く
は
ま浜
隆た

か
ひ
ろ宏
さ
ん

7 ／ 5（火）

働
く
時
・
辞
め
る

時
の
ル
ー
ル

み
な
く
る
鳥
取

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

鈴す
ず
き木
直な

お
こ子
さ
ん

時
10:

00
〜
12:

00
（
7
月
5
日
の
み

9:

30
〜
） 

所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」　

対
市
内
に
在

住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
女
性

員
20
人　

※
要
申
し
込
み
・
先
着
順

料
無
料　

【
鳥
取
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
豊
か
な
人
生
を
送
る
た

め
の
働
き
方
や
生
き
方
を
考
え
る
〜
】

 

6
／
25
（
土
）
13:

30
〜
16:

00

第
1
部
（
13:

40
〜
14:

40
）

基調講演

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

講
師
：
福ふ

く
い井
正ま

さ
き樹
さ
ん
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人K

iR
A

Li

代
表
理
事
）

第
2
部
（
14:

50
〜
16:

00
）

トークショー

生
活
の
中
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

〜
企
業
・
子
育
て
世
代
の
方
々
・
行
政
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
、
今
と
未
来

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜

所
さ
ざ
ん
か
会
館
5
階
大
会
議
室
（
富

安
二
丁
目
１
０
４-

２
）　

対
市
内
に
在

住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
、
テ

ー
マ
に
興
味
の
あ
る
人　

員
２
０
０
人

※
要
申
し
込
み
・
先
着
順　

料
無
料

【
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
｜
男
女
共

同
参
画
基
礎
講
座
｜（
3
回
連
続
講
座
）】

第 1 回
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
だ
ろ
う
？

と　

き　

7
月
10
日
（
日
）
13:

30
〜
15:

30

と
こ
ろ　

福
祉
文
化
会
館
2
階
会
議
室

内　

容　

▽
男
女
共
同
参
画
の
歴
史
を

知
る　

▽
男
女
共
同
参
画
基
本
法
を

読
ん
で
み
る　

▽
基
本
法
か
ら
見
る

現
実
の
生
活

Inform
ation

募　集

22とっとり市報 2011.6



第 2 回
今
の
社
会
は
男
女
と
も
に
生
き
や
す
い
か
？

と　

き　

9
月
10
日
（
土
）
13:

30
〜
15:

30

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
研
修
室
1

内　

容　

▽
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ヤ
ス

の
理
解　

▽
現
代
社
会
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
役
割　

な
ど

第 3 回
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
！

と　

き　

10
月
23
日
（
日
）
13:

30
〜
15:

30

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
研
修
室
1

内　

容　

▽
社
会
・
経
済
の
変
化
が
及

ぼ
す
私
た
ち
の
生
活
へ
の
影
響　

▽

男
女
が
と
も
に
生
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
方
法　

な
ど

講
師
：
福ふ

く
い井
正ま

さ
き樹
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人K

iR
A

L
i

代
表
理
事
）　

対
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
、
テ

ー
マ
に
興
味
が
あ
る
人　

員
第
1
回
：
50

人　

※
要
申
し
込
み
・
先
着
順　

料
無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
座
で

は
、
1
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

幼
児
を
無
料
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
申

し
込
み
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝
な
ん
せ

鳥
取
」（
西
町
二
丁
目
福
祉
文
化
会
館
内
）

 

０
８
５
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２
７
０
４
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０
５
４

danjyo@
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鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・　

 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

と　

き

6
／
4
（
土
）
10:

30
〜
11:

45

　
　

13
（
月
）
19:

00
〜
20:

15

　
　

23
（
木
）
14:

00
〜
15:

15

内　

容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
的
知
識
、
募
集

情
報
紹
介
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
な
ど

　

助
成
金
ア
ド
バ
イ
ス
講
座

と　

き

6
／
21
（
火
）
19:

00
〜
20:

15

　
　

29
（
水
）
14:

00
〜
15:

15

内　

容

助
成
金
情
報
の
紹
介
な
ど

所
市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
っ
と
り

会
議
室
（
富
安
二
丁
目
１
０
４-

２ 

さ
ざ
ん

か
会
館
2
階
）　

料
無
料　

※
要
申
し
込
み

　

か
ん
た
ん
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
in
佐
治

と　

き

6
／
17
（
金
）
14:

00
〜
15:

30

内　

容

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
く
学
ぶ

所
佐
治
中
央
公
民
館
（
佐
治
町
加
瀬
木

２
５
４
２-

１
）　

員
30
人　

料
無
料

※
要
申
し
込
み

　

N
P
O
法
人
設
立
ア
ド
バ
イ
ス
講
座
in
気
高

と　

き

6
／
22
（
水
）
13:

30
〜
15:

00

内　

容

N
P
O
法
人
に
な
る
た
め
の
条

件
、
法
人
設
立
ま
で
の
流
れ
、

法
人
の
運
営
管
理
・
義
務
な
ど

所
気
高
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
気

高
町
浜
村
８-

８
）　

料
無
料　

※
要

申
し
込
み

問
鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
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２
２
２
８
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　ビルやマンション、学校などの多くは、水道水を
受水槽にためて給水し
ています。このような
給水方法を「貯水槽水
道」と言います。
　貯水槽水道は、水道
法などにより設置者の
責任で管理を行うこと
になっています。以下
のとおり適正な管理を
お願いします。

▼１年に１回、清掃業者による清掃を行う（有料）。

▼１年に１回、登録検査機関による検査を受ける（有料）。
　検査機関：財団法人鳥取県保健事業団  0857-23-4841

▼蛇口から出る水の色、濁り、におい、味、残留
塩素の有無に注意する。

▼供給する水が人の健康を害するおそれがあると
きは、直ちに給水を停止し、利用者に知らせる。

問い合わせ先　

▽受水槽が 10 立方㍍以下の上水道区域
　水道局給水維持課  0857-53-7934

▽ 受水槽が 10 立方㍍を超える上水道区域および簡易水道区域
　第二庁舎農村整備課  0857-20-3246

　水道メーターは、計量法により使用期限が定められ
ているため、定期的に取り替えなければなりません。
　水道メーターの取り替え工事は、水道局が委託した
指定工事業者がみなさんの家を訪問して行います。
※取り替え費用の個人負担はありません。
※訪問する指定工事業者は、水道局が委託したことを
証明する「顔写真入りの証明書」を携帯しています。

問い合わせ先　水道局給水維持課  0857-53-7932

水道局からのお　　　らせ知

貯水槽水道の適正な管理を貯水槽水道の適正な管理を

水道メーターの取り替えにご協力を！

地デジ相談コーナーをご活用ください

　テレビの地上アナログ放送は平成 23 年 7 月 24
日正午に終了し、地デジ化がお済みでないテレビで
は、番組がご視聴できなくなります。
　このことから、次のとおり臨時の相談コーナーを
開設しますので、地デジでお困りのことなどがあり
ましたらぜひご活用ください。
期　間　6 月 15 日（水）～ 8 月 26 日（金）平日
　　　　（7 月 23 日～ 8 月 21 日の間は土日も開設）
時　間　8:30 ～ 17:15
ところ　駅南庁舎１階　日本海新聞側エレベータホール前
問い合わせ先　駅南庁舎情報政策課 0857-20-3838
	 デジサポ鳥取 0857-33-4800
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